
関
東
山
地
に
む
け
る
高
距
縁
辺
集
落

山

源

ヨ王
仁3

口

一
、
研
究
課
題
と
対
象
地
域

関
東
山
地
の
南
西
部
に
は
、
わ
が
国
の
代
表
的
な
高
距
集
落
が
存
在
す
る
。
い
ま
こ
れ
ら
集
落
の
う
ち
特
に
高
距
縁
辺
集
落
に
つ
い

関東山地における高距縁辺集落

て
、
そ
の
生
活
態
様
を
調
査
研
究
し
、
わ
が
国
の
山
岳
地
域
開
発
の
拠
点
と
し
て
の
高
距
定
住
集
落
の
立
地
限
界
を
知
ろ
う
と
思
う
o

定
住
集
落
の
立
地
は
生
産
基
盤
と
し
て
の
開
拓
適
地
や
林
野
利
用
地
の
選
定
に
よ
っ
て
の
み
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
消
費
生
活

に
顕
れ
た
生
活
水
準
が
あ
る
程
度
保
障
さ
れ
る
と
き
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
を
も
っ
て
、
本
邦
で
最
も
標
高
の
高
い
農
村
と
い
わ
れ
て
い
る
山
梨
県
の
旧
増
富
村
金
山
、
黒
森
等
の
諸
縁
辺
集
落

ゃ
、
ま
だ
定
着
不
十
分
な
牧
丘
町
柳
平
開
拓
地
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
、
目
的
の
解
明
に
近
づ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
(
第
1
図
)
0

二
、
増
富
山
村
の
特
性
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隔
絶
的
位
置
と
到
達
度





関東山地における高距縁辺集落

歩
道
を
黒
森
へ
、
更
に
金
山
峠
を
越
え
て
最
奥
の
金
山
に
達

背
日
-林要主るは

川
の
上
流
に
通
じ
昇
仙
峡
を
経
て
甲
府
に
通
ず
る
が
難
路
で

精
登
山
家
以
外
に
利
用
す
る
者
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
o

北
部
の

す
る
の
で
あ
っ
た
。
金
山
峠
は
本
谷
と
釜
瀬
の
両
支
谷
を
連

絡
す
る
に
過
ぎ
、
ず
、
南
部
の
木
賊
峠
(
一
七
五
五
米
)
は
f

涜

通仙峡

信
州
峠
(
一
四
六
四
米
)

は
比
高
が
二
六

O
米
で
千
曲
川
上

流
の
長
野
県
川
上
村
に
通
ず
る
が
、
こ
れ
も
若
干
の
木
炭
と

引
繭
の
輪
送
の
外
は
利
用
度
が
甚
だ
低
か
っ
た
o

こ
う
し
て
こ

写

置
に
あ
っ
た
。

す
る
以
外
は
高
い
比
高
と
長
い
距
離
を
克
服
し
て
の
峠
道
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
地
形
的
に
全
く
封
鎖
さ
れ
た
隔
絶
的
位

の
地
域
は
四
囲
が
総
て
山
地
で
あ
る
た
め
、
塩
川
筋
を
利
用

一
九
三
三
年
通
仙
峡
沿
い
に
県
道
塩
川
林
道
が
開
通
し
、

は
じ
め
て
荷
馬
車
が
通
じ
て
農
林
産
物
の
移
出
が
便
利
に
な
っ
た
。

一
九
五

二
年
に
は
こ
の
林
道
に
バ
ス
が
乗
り
入
れ
、
韮
崎
方
面
、
甲
府
盆
地
と
の
交
渉
の
自
由
を
得
た
。

ク
三
台
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
地
域
の
道
路
の
幅
員
は
い
ず
れ
も
四
・
六
米
以
下
と
狭
く
一
九
五
一
六
年
当
時
村
民
の
所
有
し
た
主
要
交
通
機
関
が
軽
四
輪
ト
ラ
ッ

い
か
に
こ
の
地
域
が
隔
絶
的
で
交
通
に
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
か
を
物
語
る
好
資
料
で
あ
る
。
パ
ス
は

現
在
本
谷
川
の
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
ま
で
乗
入
れ
て
い
る
が
釜
瀬
川
の
谷
に
は
乗
り
入
れ
ず
、
県
道
塩
川
黒
森
線
の
未
整
備
は
こ
の
谷
へ
の
文
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化
導
入
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
六
四
年
漸
く
県
の
観
光
道
路
が
開
通
し
て
、
最
奥
の
黒
森
、
金
山
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
可
能
と
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工
っ
こ
o

チ
J

，
ヂ
ー

こ
う
し
た
事
情
で
地
方
都
市
か
ら
の
到
達
度
は
ま
こ
と
に
貧
弱
で
、
韮
崎
か
ら
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
ま
で
は
パ
ス
で
時
間
距
離
一
時
間
四
十

分
、
金
山
は
温
泉
か
ら
更
に
一
時
間
余
の
徒
歩
距
離
に
あ
る
。

一
方
釜
瀬
川
の
谷
の
最
奥
の
黒
森
へ
は
塩
川
で
下
車
、
神
戸
の
尾
根
ト
ン

ネ
ル
を
経
て
徒
歩
で
二
時
間
余
を
要
す
る
。

こ
う
し
た
交
通
位
置
に
あ
る
た
め
、
商
圏
は
片
側
口
で
韮
崎
甲
府
圏
に
属
し
、
僅
に
木
炭
の
一
部
が
信
州
峠
を
越
え
て
長
野
県
佐
久

方
面
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

2 

職
業
構
成
か
ら
見
た
特
性
と
生
産

増
富
は
明
治
初
年
頃
ま
で
は
木
曾
山
地
の
開
田
村
に
比
較
さ
れ
る
よ
う
な
牧
馬
中
心
の
山
村
で
あ
っ
た
。

一
九
O
O
年
頃
は
官
有
林
(
後
出
)

の
南
斜
面
を
借
用
し
て
仔
馬
を
育
て
た
り
、
自
給
的
な
雑
穀
栽
培
を
し
て
い
た
。
十
余
の
小
散
村

は
山
小
屋
の
金
山
、
ラ
ジ
ウ
ム
の
温
泉
集
落
を
除
け
ば
い
ず
れ
も
純
山
地
農
村
で
、
山
林
へ
の
依
存
度
が
高
い
。
い
ま
一
九
六
O
年
の
農

業
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
職
業
別
世
帯
数
の
約
九
O
%
が
農
家
で
あ
る
o

農
家
戸
数
回
四
O
。

農
耕
は
基
盤
の
古
生
層
や
花
崩
岩
が
処
々
に
露
出
し
、
こ
れ
等
を
覆
う
安
山
岩
質
の
泌
流
、
火
山
灰
層
が
見
ら
れ
る
谷
壁
や
、

部
河

岸
段
丘
の
断
片
、
現
河
谷
の
沖
積
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。
全
農
耕
地
は
田
地
一
O
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
二
O
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
平
均
二
戸

当
り
で
は
岡
地

0
・
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑

0
・
四
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
こ
れ
は
平
地
村
若
神
子
を
含
む
須
玉
町
の
回
地

0
・
四
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
畑
地

0
・
四
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
比
し
て
、
そ
の
水
田
が
狭
小
で
畑
作
が
卓
越
す
る
上
に
全
体
と
し
て
経
営
規
模
の
零
細
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
o

こ
の
た
め
専
業
農
家
は
僅
に
九
・
五
%
で
兼
農
が
大
部
分
で
あ
る
。

農
業
生
産
の
収
入
金
額
は
約
七
O
O
万
円
で
、

生
産
物
の
主
な
も
の
は
米
二
八
六
ト
ン
、

大
麦
八
八
ト
ン
、

小
麦
七
八
ト
ン
、

繭



八
・
八
ト
ン
で
あ
り
、
戦
後
は
馬
の
飼
育
が
減
少
し
て
畜
産
物
は
僅
少
で
あ
る
む

土
地
利
用
か
ら
見
れ
ば
放
牧
採
草
地
六
五
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
二
戸
当
り
一
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
山
梨
県
平
均
の

0
・
三
へ
ク
タ
l

ル
に
比
し
て
は
る
か
に
広
く
、
こ
こ
に
乳
牛
導
入
に
よ
る
農
家
経
済
の
振
興
に
関
し
て
研
究
の
余
地
が
見
出
さ
れ
る
o

次
に
林
業
生
産
を
見
る
と
、
そ
の
総
額
は
年
八
千
万
円
に
及
び
農
業
生
産
の
十
余
倍
で
あ
り
、
農
家
の
う
ち
実
に
九
八
%
が
林
業
を
兼

ね
て
い
る
o

林
産
の
種
類
別
順
位
は
木
材
四
五
%
、
木
炭
一
二
O
%
、
薪
二
五
%
で
、
林
業
こ
そ
増
富
の
主
要
産
業
で
あ
る
事
が
明
ら
か
で

あ
る
。
こ
こ
に
増
富
の
生
産
経
済
の
特
質
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
中
央
日
本
に
お
け
る
山
村
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
。

3 

森
林
の
村

増
富
は
森
林
の
村
で
あ
る
。
旧
村
の
総
面
積
一

0
0
・
七
平
方
粁
の
う
ち
農
耕
地
は
僅
に
三
・
五
%
で
、

八
六
・
三
%
は
森
林
に
覆
わ

れ
て
い
る
o

も
し
こ
れ
に
採
草
地
原
野
の
六
・
七
%
を
加
え
れ
ば
、
森
林
原
野
は
九
三
%
と
な
っ
て
、
こ
の
数
字
が
更
に
増
富
が
山
村
で

関東山地における高距縁辺集落

あ
る
こ
と
を
意
義
づ
け
る
。
総
面
積
八
六
九
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
広
大
な
森
林
は
、
そ
の
所
有
関
係
に
よ
っ
て
私
有
林
、
公
有
林
、
県

有
林
に
分
け
ら
れ
る
。

以
下
こ
れ
等
の
森
林
と
住
民
生
活
と
の
関
係
に
つ
い
て
記
述
す
る
o

-
県
有
林

こ
れ
は
も
と
恩
賜
林
①
と
い
わ
れ
た
も
の
で
一
九
一
一
年
、
山
梨
県
の
水
害
援
助
の
た
め
に
御
領
林
を
県
に
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
増
富
に
お
け
る
そ
の
面
積
は
七
三
二
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
旧
村
の
七
二
・
六
%
を
占
め
る
。
旧
村
の
全
地
域
に
ま
た
が
り
、
地
形
的
に

195 

は
最
も
高
距
な
部
分
を
占
め
る
o

林
況
は
植
物
帯
で
い
え
ば
ブ
ナ
帯
に
属
し
、
標
高
が
高
く
な
る
に
従
っ
て
亜
寒
帯
林
と
な
る
。
樹
種
は

コ
メ
ツ
ガ
・
シ
ラ
ベ
・
ト
ウ
ヒ
・
カ
ラ
マ
ツ
の
混
交
林
で
、

広
葉
樹
に
は
コ
ナ
ラ
・
ク
リ
・
カ
エ
デ
・
ハ
ン
ノ
キ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
等
が
あ
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る
o

釜
瀬
川
流
域
の
県
有
林
は
そ
の
八

O
Mが
天
然
林
で
、
樹
令
一
五

0
1二
O
O年
に
及
ぶ
も
の
が
あ
る
が
、
木
谷
川
や
木
賊
川
流
域

の
中
腹
以
上
は
樹
令
二
一

O
年
の
カ
ラ
マ
ツ
の
人
工
林
で
あ
る
。
区
民
は
こ
の
払
下
げ
で
製
炭
し
、
育
林
に
従
事
し
て
現
金
収
入
の
途
を
見

出
し
て
い
る
。

-
公
有
林

公
有
林
と
は
旧
村
有
林
と
植
林
の
た
め
県
か
ら
借
用
し
た
林
野
の
総
称
で
あ
る
o

面
積
は
九
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
旧
村
面
称
の

0
・
九
%

に
当
る
o

主
に
旧
村
の
北
西
部
横
尾
山
塊
の
南
斜
面
に
分
布
し
、
大
部
分
が
ヒ
ノ
キ
、

カ
ラ
マ
ツ
の
人
工
林
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
西
部
山

地
の
天
然
生
広
葉
樹
林
地
域
も
あ
る
が
狭
小
で
蓄
積
量
が
少
い
。
公
有
林
は
増
富
財
産
区
が
管
理
し
、
造
林
を
行
っ
て
区
の
基
本
財
産
を

造
っ
て
い
る
。
現
在
低
生
産
性
の
広
葉
樹
を
伐
採
し
て
そ
の
あ
と
に
、

ス
ギ
・
カ
ラ
マ
ツ
を
植
え
て
林
種
転
換
が
な
さ
れ
て
い
る
。

-
私
有
林

私
有
林
は
県
有
林
よ
り
も
下
部
に
分
布
し
、
海
抜
千
米
位
に
あ
る
。
林
況
は
大
部
分
が
天
然
生
の
広
葉
樹
林
で
占
め
ら
れ
て
い
る
o

ナ

ラ
・
ク
リ
・
ブ
ナ
・
カ
ン
パ
・
カ
エ
デ
・
ミ
ネ
パ
リ
・
ケ
ヤ
キ
・
シ
ホ
ジ
・
ザ
ツ
等
で
、
針
葉
樹
に
は
モ
ミ
・
ツ
、
ガ
・
ア
カ
マ
ツ
、
が
見
ら

れ
る
。
面
積
は
二
一
八
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
旧
村
面
積
の
二
一
・
八
%
を
占
め
る
o

黒
森
の
農
家
で
は
冬
季
に
製
板
し
て
移
出
す
る
。

4 

高
距
に
伴
っ
て
低
下
す
る
生
活
水
準

農
山
村
の
生
活
水
準
は
海
抜
高
度
の
上
昇
に
伴
っ
て
低
下
す
る
。
即
ち
標
高
と
逆
関
係
に
あ
る
o

い
ま
合
併
母
村
の
須
玉
地
区
と
増
富

と
を
比
較
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

ま
ず
富
の
程
度
の
指
標
と
し
て
町
民
税
と
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
町
民
税
納
税
者
一
人
平
均
額
須
玉
の
五
八
七
円
に
対
し
て

増
富
は
一
八

O
円
で
そ
の
比
は
出
以
下
。
固
定
資
産
税
の
そ
れ
は
須
玉
二
=
二
五
円
に
比
し
増
富
は
六
六
二
円
で
約
山
で
あ
る

(
一
九
六



四
年
現
在
)
む

次
に
富
と
知
力
と
隔
絶
性
の
総
合
指
標
と
し
て
高
校
進
学
率
を
示
せ
ば
、

須
玉
の
八

0
・
一
%
に
対
し
増
富
は
僅
か
に
二
七
・
三
%

で
、
そ
の
比
出
(
一
九
六
二

t
六
四
年
の
平
均
値
)
と
そ
の
聞
に
大
き
な
較
差
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
電
話
加
入
率
、
テ
レ
ビ
普
及
率

平
地
農
村
と
山
地
農
村
と
の
比
較
に
と
ど
め
た
。

に
お
い
て
も
同
様
な
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
が
、
生
活
水
準
の
低
減
に
つ
い
て
は
縁
辺
集
落
黒
森
の
部
で
更
に
詳
論
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は

5 

在
住
人
口
の
漸
減

一
九
六
三
年
に
お
け
る
増
富
の
出
生
率
は
一

0
・
二
%
で
死
亡
率
が
九
・
三
%
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
地
域
で
も
僅
か
な
が
ら
人
口
の
自

然
増
加
が
認
め
ら
れ
る
o

と
こ
ろ
が
在
住
人
口
は
第
1
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
年
々
減
少
の
一
途
を
辿
り
二
十
四
年
の
約
四
分
の
三
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
社
会
減
少
と
い
う
事
実
は
現
在
の
生
活
水
準
に
お
い
て
さ
え
、
都
市
地
域
と
の
生
活
水
準
の
較
差
の
大
き
な
こ
と
を
物

関東山地における高距縁辺集落

増富の人口減少

昭和 l男 | 女 | 計 l 

24 山間6 乙703! 

34 I 1，326 I 1，3lO I 2，636 

35 I 1，300 I 1， 289 i 2，589 

36 I 1，287 I 1， 291 I 2， 578 

37 I 1，269 I 1， 282 I 2，551 

38 I 1，268 I 1，221 I 2，489 

39 I 1，214 I 1，162 I 2，376 

40 I 1，180 I 1，147 I 2，327 

41 I 1，062 I 1， 065 I 2， 127 i 
42 I 1，016 I 1， 042 I 2，058 I 
必/μ|75.4ベ76例 76.1%

第 1表
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語
る
も
の
で
あ
っ
て
、
山
村
の
人
口
過
疎
化
現
象
の
顕
れ
で
あ
る
o

更
に
ま
た

(須玉町ー役場住民登録台帳)

性
別
人
口
構
成
で
は
平
地
農
村
の
須
玉
地
区
が
、

日
本
の
平
均
状
態
と
同
様
、

女
子
人
口
が
男
子
人
口
よ
り
も
優
越
す
る
の
に
対
し
、
増
富
は
殆
ん
ど
均
衡
し

て
い
る
。
こ
の
事
実
は
前
述
の
よ
う
に
増
富
が
林
業
卓
越
の
地
域
で
あ
り
、
男

子
の
労
力
を
要
求
す
る
た
め
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
o

三
、
高
距
縁
辺
集
落
の
諸
相

金
山
は
海
抜
高
度
で
本
邦
最
高
の
農
業
集
落
か
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旧民屋とヒュッテ，写真 2金山集落

背景は瑞臆111

-
金
山
の
高
距
位
置
(
写
真
2
)

金
山
は
秩
父
多
摩
国
立
公
園
の
西
端
、

み
ず
が
き
山
の
南
麓
金
山
平
に
位
置
す
る
戸

数
二
戸
の
山
小
屋
集
落
で
あ
る
。
金
山
は
今
ま
で
わ
が
国
の
農
村
と
し
て
は
そ
の
海
抜

高
度
に
お
い
て
最
上
限
の
集
落
で
あ
る
と
諸
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
@
o

そ
の
上
限
に
お
い
て
標
高
一
四
一

O
米
に
達
す
る
金
山
で
は
正
確
な
気
象
資
料
が
得

ら
れ
な
い
の
で
、
こ
こ
に
半
世
紀
以
上
居
住
し
た
有
井
氏
の
経
験
し
た
生
活
気
候
と
も

い
う
べ
き
気
象
の
恒
例
の
経
過
を
記
述
す
る
o

九
月
二
十
四
日
頃
に
な
る
と
既
に
初
霜
を
み
る
年
が
あ
る
。
一
一
一

l
四
回
降
霜
の
あ
っ

た
後
で
は
連
日
霜
柱
、
が
立
つ
。
十
月
末
に
な
る
と
本
谷
川
の
水
は
凍
り
は
じ
め
る
o

十

一
月
中
旬
に
は
初
雪
が
降
り
、
十
二
月
に
は
積
雪
量
三

O
糎
に
達
す
る
日
も
あ
る
(
一
九

一
二
年
十
二
月
二
八
日
最
大
積
雪
量
五
五
糎
)
0

雪
は
四
月
末
ま
で
降
る
が
、

年
に
よ

れ
ば
五
月
上
旬
で
も
降
雪
を
み
る
。
晩
霜
が
五
月
中
旬
ま
で
あ
る
の
で
無
霜
期
間
は
短

ぃ
。
高
距
に
伴
う
気
温
の
逓
減
、
こ
う
し
た
亜
高
山
圏
に
位
す
る
金
山
が
は
た
し
て
本

那
最
上
限
の
高
距
農
村
で
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
記
述
は
そ
れ
に
答
え
る
も
の
で
あ
る
0

・
金
山
の
発
生
と
生
活
態
様
の
変
化
(
第
2
表
)

金
山
に
ヒ
ュ
ッ
テ
を
経
営
す
る
有
井
氏
に
よ
れ
ば
、
金
山
に
関
し
て
次
の
伝
承
が
あ
る
o

「
戦
国
時
代
金
山
平
に
は
金
山
千
軒
と
よ
ば

れ
る
村
が
あ
っ
た
o

甲
斐
の
武
田
氏
は
甲
金
を
鋳
る
た
め
に
数
千
人
の
人
夫
を
送
り
込
み
、
採
鉱
に
従
事
さ
せ
た
。
金
山
総
監
督
小
尾
氏
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金山の生活態様の変化第2表

2 1 2 7 

(
松
平
牧
場
)

戸

経
形

山小屋炭焼

本谷川筋徒歩で号、ノク駄馬交

一
九
六
五

一
九
五
四

一
九
四
三

一
九
三
五

燈油ランプ

一
九
一
二

一九
O
七

一九
O
四

一
八
九
四

一
八
八
四

燈

年代

は
幕
末
ま
で
小
宅
領
主
と
し
て
在
住
し
た
。
一
現
在
有
井
氏
庭
前
に
は
当
時
砕

石
に
使
用
し
た
と
い
う
石
臼
が
あ
る
。

一
八
八
四
年
(
明
治
十
七
年
)
、
神
戸
の
馬
喰
有
井
金
七
氏
は
こ
の
平
に
実
草

の
多
い
の
を
み
て
、
馬
の
肥
育
に
適
す
る
と
考
え
て
入
山

L
、
持
馬
を
肥
育
し

て
販
売
し
た
。
馬
の
監
理
は
子
女
に
委
せ
、
自
分
は
専
ら
販
売
に
従
事
し
、
閑

期
に
は
山
稼
も
し
た
。
こ
う
し
て
金
山
は
開
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後

十
戸
が
入
植
し
、
金
山
平
の
原
野
六
町
歩
が
開
墾
さ
れ
た
。
入
植
者
は
信
州
川

上
村
か
ら
二
戸
、
他
は
北
巨
摩
郡
下
と
母
村
の
人
々
で
、
家
を
長
男
に
譲
っ
た

壮
老
年
層
の
者
が
多
か
っ
た
。

牧
馬
の
最
盛
期
は
日
清
戦
争
頃
で
、
川
上
、
清
里
方
面
か
ら
の
依
託
飼
育
も

行
は
れ
、

四
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は
、

み
ず
が
き
山
麓
二
五

O
町
歩
の
原
野

に一一一

O
O頭
も
の
馬
が
放
牧
さ
れ
た
。
こ
れ
等
の
依
託
馬
は
十
月
末
に
な
る
と

里
に
帰
さ
れ
て
舎
飼
さ
れ
た
。

飲
料
用
水
路
が
聞
か
れ
、
牧
柵
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
の
は
こ
の
頃
で
あ

る
o

毎
年
八
月
一
日
に
は
母
村
神
戸
に
馬
市
が
立
ち
、

上
川
・
静
岡
方
面
の
烏

喰
が
仔
馬
を
求
め
に
集
っ
た
。
当
時
こ
の
地
に
入
る
に
は
、
黒
森
か
ら
金
山
峠

を
越
え
て
入
る
六
粁
半
の
歩
道
し
か
な
か
っ
た
。
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低
生
産
性
の
高
冷
地
な
の
で
、
自
家
用
の
農
耕
と
牧
、
馬
の
収
入
だ
け
で
は
生
活
に
こ
と
欠
く
住
民
は
、
官
有
林
を
盗
伐
し
て
生
活
費
の

不
足
を
補
っ
た
o

み
ず
が
き
山
の
南
斜
面
官
有
林
の
中
に
木
曳
小
屋
が
掛
け
ら
れ
て
製
板
が
行
わ
れ
た
、
板
材
は
金
山
峠
越
に
里
山
森
、
和

田
に
背
負
い
出
し
、
土
地
の
材
木
商
の
手
を
経
て
甲
府
方
面
に
売
り
出
さ
れ
た
。

一
九
一
ご
年
戸
数
は
七
戸
と
な
っ
た
。

一
九
一
一
年
累
年
水
害
の
多
か
っ
た
山
梨
県
に
対
し
て
、
帝
室
林
野
管
理
局
か
ら
御
料
林
二
九

八
二

O
三
・
三
七
町
歩
が
水
害
防
備
用
と
し
て
下
賜
さ
れ
た
。
こ
れ
が
思
賜
林
で
あ
る
o

金
山
付
近
の
官
有
林
が
恩
賜
林
に
な
る
と
、
林

野
管
理
局
甲
府
出
張
所
は
こ
れ
ま
で
黙
許
し
て
い
た
盗
伐
を
厳
禁
し
、
林
野
巡
査
を
派
遣
し
て
そ
の
監
理
に
あ
た
ら
せ
た
。
住
民
は
盗
伐

に
よ
る
現
金
収
入
の
補
給
な
し
に
は
、
こ
の
農
牧
生
産
性
の
貧
弱
な
地
に
定
住
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
上
一
九

O
七
年
に
み
ず
が
き

山
の
西
麓
、
金
山
峠
の
北
側
に
北
巨
摩
郡
畜
産
組
合
松
平
牧
場
が
開
拓
さ
れ
た
。
夏
期
六
月
か
ら
八
月
末
ま
で
二
一

O
O頭
の
放
牧
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
金
山
平
の
牧
馬
は
止
み
、
住
民
は
離
散
し
て
僅
に
二
戸
が
留
る
の
み
と
な
っ
た
。

大
正
初
期
二
戸
で
あ
っ
た
戸
数
は
、
乏
し
い
収
入
に
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
て
一
九
四
三
年
に
は
唯
の
一
戸
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
残
存

者
は
思
賜
林
か
ら
製
炭
原
木
の
払
下
げ
を
う
け
て
炭
焼
を
行
っ
た
。
製
品
は
人
背
又
は
駄
馬
に
よ
っ
て
黒
森
を
経
て
神
戸
に
出
荷
し
た
。

し
か
し
原
木
不
足
で
製
炭
だ
け
で
は
生
計
が
立
た
な
か
っ
た
。

廃
村
に
な
り
か
け
た
こ
の
集
落
が
、
漸
く
そ
の
生
存
を
と
り
留
め
得
た
の
は
、

一
九
三
五
年
頃
か
ら
み
ず
が
き
、
金
峯
・
甲
武
信
岳
へ

登
山
者
が
入
り
は
じ
め
た
為
で
あ
る
o

民
屋
は
山
小
屋
と
な
っ
た
。

今
日
金
山
は
山
小
屋
集
落
と
し
て
そ
の
機
能
の
変
貌
の
上
に
存
続
し
て
い
る
。
現
在
戸
数
二
戸
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
を
背
に
し
た
モ
ダ
ン
な

ヒ
ュ
ッ
テ
が
一
戸
、
開
拓
創
始
者
有
井
氏
の
旧
養
蚕
農
家
型
の
か
や
葺
屋
根
の
民
屋
二
戸
が
民
宿
と
な
っ
て
い
る
o

登
山
客
の
多
い
の
は
晩
春
五
・
六
月
と
八
月
の
盛
夏
、
晩
秋
十
月
で
あ
る
。
特
に
日
曜
祭
日
に
は
宿
所
は
満
員
と
な
る
が
、
冬
期
は
淋



れ
る
0

年
間
約
七

O
O
の
登
山
客
を
み
る
c

日
常
の
生
活
物
資
の
う
ち
野
菜
は
ほ
ぼ
自
給
す
る
が
、
他
は
総
て
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
を
経
て
韮
崎
か
ら
入
荷
す
る
。
こ
の
集
落
は
最
も
近

い
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
で
も
五
粁
の
林
道
を
利
用
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
現
在
な
お
無
電
灯
集
落
で
あ
る
。

一
九

O
七
年
ま
で
は
松
根
の
灯
を

使
用
し
て
い
た
が
、
現
在
は
ラ
ン
プ
を
使
用
し
て
い
る
。
石
油
消
費
量
は
自
家
用
二
戸
平
均
五
躍
で
あ
る
。

金
山
は
高
冷
地
農
村
で
は
な
い

金
山
平
は
秩
父
古
生
層
の
硬
砂
岩
・
粘
板
岩
と
黒
雲
母
花
山
岡
岩
が
基
盤
と
な
り
、
そ
の
上
を
約
三

O
糎
の
厚
さ
の
安
山
岩
質
の
火
山
噴

出
物
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
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第

主うむろこし

月

天
然
肥
料
を
得
る
た
め
の
山
焼
は
一
九
一
五
年
頃
(
大
正
初
期
)
ま
で
行
わ
れ
、
初

春
五
月
雪
溶
け
後
に
点
火
さ
れ
た
。
山
焼
は
時
に
山
火
事
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
特
に
川
上
村
方
面
か
ら
の
山
火
事
の
被
害
が
多
く
、
県
境
に
防
火
線
が
築
か
れ
た
o

一
四
一

O
米
に
達
す
る
高
冷
地
金
山
の
春
は
遅
く
、

た
め
に
無
霜
期
間
は
約
一
一
一
一

O

日
で
あ
る
。
南
東
に
傾
く
耕
地
面
の
日
照
は
良
好
で
あ
る
が
、
作
物
の
成
育
期
間
の
短

い
こ
と
が
欠
点
で
、
畑
地
(
第
2
図
)

は
一
毛
作
し
か
で
き
な
い
。
単
位
面
積
当
り
の

収
量
も
少
く
、
備
荒
作
物
で
あ
る
ソ
パ
の
反
収
は
六
斗
、

パ
レ
イ
シ
ョ
は
最
高
四

0
0

貫
で
あ
る
。

桑
の
発
芽
は
遅
く
、
春
蚕
の
掃
立
が
六
月
末
、
収
繭
は
八
月
七
、

八
日
と
な
る
。
夏

蚕
は
八
月
五
日
頃
掃
立
て
九
月
六
日
に
収
繭
す
る
。
夏
蚕
の
掃
立
一

0
グ
ラ
ム
に
そ
の
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収
繭
量
が
推
定
さ
れ
る
。

耕
地
の
四
周
は
広
い
林
野
な
の
で
兎
害
が
著
し
く
、
そ
の
上
県
有
林
の
植
林
は
耕
地
の
日
蔭
と
な
り
、
そ
の
上
気
温
の
低
下
を
導
く
こ

と
と
も
な
っ
て
、
民
有
地
の
生
産
を
回
害
す
る
o

米
の
試
作
は
一
九

O
七
年
頃
ま
で
な
さ
れ
た
。
試
作
田
は
集
落
の
道
下
の
約
二

O
O坪
、
そ
の
上
限
は
二
二
九

O
米
で
あ
っ
た
。
稲
苗

は
母
村
神
戸
で
育
苗
し
、
六
月
一

0
1二
O
日
に
田
植
、
九
月
中
旬
に
収
穫
し
た
が
、

収
量
が
乏
し
い
の
で
養
蚕
の
最
盛
期
に
廃
絶
し

た
。
雑
穀
(
大
麦
・
小
麦
・
ア
ワ
・
大
豆
)

の
反
収
も
乏
し
い
の
で
現
在
は
中
止
し
、
耕
地
は
草
刈
場
と
な
っ
た
り
、
植
林
さ
れ
た
り
し

て
い
る
。
私
有
地
三
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
耕
地
は
僅
か
に

0
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
耕
地
面
積
で
は
到
底
二
戸
十
人
を

養
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

現
在
戸
数
二
戸
の
う
ち
一
戸
(
有
井
氏
の
新
宅
)
は
戦
後
一
時
増
富
銅
山
の
鉱
夫
と
な
っ
た
が
今
は
閉
山
し
た
の
で
、
耕
地
を
持
つ
が

耕
さ
ず
ヒ
ュ
ッ
テ
の
経
営
者
と
な
っ
た
。
他
の
一
戸
有
井
氏
本
家
は
民
宿
を
営
み
な
が
ら
僅
か
に
庭
先
の
耕
地
を
自
家
用
野
菜
畑
と
し
て

耕
作
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

こ
う
し
て
い
ま
や
金
山
は
農
業
集
落
の
名
を
冠
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

2 

隔
絶
的
高
距
山
村
黒
森

黒
森
は
塩
川
の
支
流
釜
瀬
川
の
谷
頭
近
く
、
標
高
一
二

O
O米
、
壮
年
期
の
河
谷
底
に
あ
る
四
七
戸
の
疎
村
形
態
の
小
集
落
で
あ
る
。

明
治
初
年
の
大
火
に
よ
り
村
に
関
す
る
文
献
は
消
失
し
て
そ
の
起
源
は
不
明
で
あ
る
。

韮
崎
か
ら
パ
ス
で
時
間
距
離
一
時
間
半
、
通
仙
峡
の
峡
谷
を
経
て
塩
川
集
落
に
達
す
る
。
幹
線
道
路
塩
川
黒
森
線
は
パ
ス
が
乗
り
入
れ

て
い
な
い
の
で
こ
こ
で
下
車
し
、
比
高
二
四

O
米
の
急
坂
を
神
戸
の
尾
根
ま
で
登
る
。
こ
の
間
徒
歩
距
離
三
一

O
余
分
。
神
戸
ト
ン
ネ
ル
を



く
ぐ
り
釜
瀬
川
の
谷
に
下
る
o

こ
れ
か
ら
徒
歩
で
約
一
時
間
半
を
費
し
て
黒
森
に
達
す
る
o

こ
の
ル

I
ト
以
外
に
は
集
落
の
北
部
、
信
州

峠
(
一
四
六
回
米
)
を
越
え
て
千
曲
川
上
流
の
川
上
村
に
至
る
道
が
あ
る
が
、
こ
の
峠
の
突
通
量
は
極
め
て
貧
弱
で
あ
る
。

数

村

姻

富
婚

増
の
(
件
、
四
四
・
一
括
で
あ
る
。
こ
れ
は
京
浜
方
面
へ
の
出
稼
者
の
縁
組
が
大
部
分
で
、
郡

と

封
到
時
内
婚
は
僅
に
一
件
に
す
S
A
」
な
い
。
町
内
婚
が
五
五
・
九
彪
で
あ
る
こ
と
は
、
住
民
の

噸
勧
生
活
交
渉
範
囲
が
旧
隣
村
ま
で
で
、
そ
の
生
活
圏
が
狭
小
な
こ
と
を
示
す
o

出
稼
者

十

付
の
受
を
除
い
た
通
婚
が
旧
隣
村
外
で
唯
一
件
だ
け
で
あ
る
こ
と
は
、
隣
村
以
外
県
内
各
地

内

籍
村
戸
と
の
交
渉
が
殆
ん
ど
な
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
、
そ
の
隔
絶
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。

次
に
高
校
進
学
率
が
旧
村
の
二
九
・
二
%
に
対
し
黒
森
が
僅
か
二

0
・
八
月
で
あ
る
こ
と
は
、
宮
の
程
度
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
韮
崎

関東山地における高距縁辺集落

第3表 い
ま
こ
の
集
落
の
生
活
圏
を
示
す
一
指
標
と
し
て
、
少
し
古
い
が
手
許
に
あ
る
通
姻
圏
の
資
料
を
示
せ
ば
第
3
表
の
如
く
で
あ
る
o

黒森，増富の婚姻圏

昭26"'32

圏 |黒森|増富

部落内 7 

村内 7十 5 51+41 

郡内 1 O 

県内 O 90 

県外 14 51 

Z十 34 233 

婚
姻
件
数
三
四
の
う
ち
部
落
内
婚
七
と
町
内
婚
二
一
を
合
す
と
計
一
九
件
と
な

っ
て
、
全
町
内
婚
は
黒
森
全
件
数
の
五
五
・
九
%
と
な
る
o

次
は
県
外
婚
で
計
一
四

須
玉
地
区
の
高
校
ま
で
の
時
間
距
離
の
遠
隔
な
こ
と
と
、
地
形
的
隔
絶
性
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
土
地
利
用
の
面
に
お
い
て
現
在
な
お

0
・
一
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
切
替
畑
を
有
す
る
こ
と
は
、

た
と
え
そ
の
面
積
が
狭
小
で
あ
る
と

は
言
っ
て
も
、
山
地
原
始
的
農
業
の
残
象
で
あ
り
、
黒
森
の
文
化
水
準
を
示
す
一
経
済
形
態
で
あ
る
。

-
衰
え
た
牧
罵
と
養
蚕
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戦
前
黒
森
で
は
各
農
家
で
一
、
t
二
頭
の
成
馬
を
舎
飼
し
仔
馬
を
と
っ
て
い
た
。
八
月
神
戸
で
馬
市
が
開
か
れ
た
。
仔
馬
の
販
売
は
各
戸

の
現
金
収
入
の
面
で
相
当
な
比
重
を
占
め
て
い
た
が
、
戦
後
は
需
要
の
激
減
か
ら
育
馬
数
は
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
昭
和
二
七
年
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四
四
頭
、
三
五
年
二
一
頭
、
一
二
九
年
七
頭
と
。

こ
れ
に
代
っ
て
乳
牛
肉
牛
の
飼
育
が
は
じ
め
ら
れ
た
が
、
ミ
ル
ク
は
市
場
へ
の
距
離
が
遠
隔
の
た
め
乳
牛
は
唯
の
一
頭
で
、
他
の
八
頭

は
肉
牛
で
あ
る
o

ま
ぐ
さ
場
と
呼
ば
れ
る
採
草
地
は
共
有
地
で
あ
る
が
、
部
落
の
財
産
区
の
収
入
増
加
の
た
め
に
植
林
が
行
わ
れ
る
な
ど
し
て
、
家
畜
の

飼
料
源
が
減
少
し
、
こ
れ
が
ま
た
畜
産
を
衰
え
さ
せ
る
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
o

生
糸
が
わ
が
国
輸
出
品
の
大
宗
で
あ
っ
た
噴
、
こ
の
集
落
の
殆
ん
ど
の
農
家
は
養
蚕
に
従
事
し
て
い
た
。

桑
の
発
芽
が
遅
い
の
で
、
夏
蚕
の
掃
立
は
六
月
末
と
な
り
、
夏
蚕
と
秋
蚕
飼
育
し
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
戦
後
輸
出
が
激
減
し
た
の
で

現
在
は

(
一
九
六

O
)
養
蚕
戸
数
一
一
一
一
戸
、
収
繭
金
額
は
二

O
万
円
と
な
り
、
繭
に
よ
る
収
入
が
五
万
円
以
上
あ
る
も
の
は
唯
の
二
戸
に

す
ぎ
な
い
。

-
自
給
で
き
な
い
主
穀
生
産

一
九
六

O
年
の
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
稲
作
農
家
二
九
戸
、
水
田
面
積
は
九
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
米
の
収
量
は
二

0
・
七
回
二
ト

ン
で
あ
っ
た
o

飯
米
農
家
が
一
四
戸
、
全
く
稲
作
を
し
な
い
農
家
が
一
二
戸
あ
る
c

雑
穀
野
菜
の
収
穫
は
僅
少
で
、
農
産
物
販
売
価
格
五
万
円
を
越
え
る
農
家
は
七
戸
、
う
ち
二
戸
は
養
蚕
に
よ
る
も
の
で
あ
る
o

稲
は
四
月
二
十
五
日
頃
保
温
折
衷
苗
代
に
播
種
し
、

六
月
十
日
頃
田
植
、

十
月
中
旬
初
霜
を
み
て
刈
取
る
。
栽
培
種
は
藤
坂
五
号
、

平
井
種
(
在
来
種
)
彦
太
郎
(
も
ち
)
等
の
早
生
種
で
反
収
五

l
七
俵
、

晩
生
種
の
陸
羽
二
三
二
号
で
は
反
収
が
一
一
一
・
五
俵
と
半
減
す

る
o

こ
れ
は
耕
地
の
平
均
標
高
が
二
一

O
O米
で
亜
高
山
圏
に
入
り
、
水
田
の
上
限
は
つ
一
一

O
O米
、
上
限
の
水
田
は
戦
後
の
開
拓
に
よ

る
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
る
。



八
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
地
は
三
七
戸
の
農
家
に
属
し
、
雑
穀
、
読
菜
の
ほ
か
山
手
ま
で
が
栽
培
さ
れ
る
が
そ
の
殆
ん
ど
が
自
給
用
で

あ
り
、
換
金
作
物
と
し
て
は
僅
に

0
・
八
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
桑
園
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

総
戸
数
回
七
戸
の
う
ち
専
農
二
五
・
五
%
、
兼
農
五
三
・
二
%
、
非
農
家
は
一
一
一
・
三
%
で
、
議
菜
の
外
は
食
糧
の
自
給
が
で
き
な
い

集
落
で
あ
る
。

-
現
金
収
入
の
手
段
1

炭
焼
と
出
稼
!

黒
森
の
農
家
は
冬
期
の
副
業
と
し
て
八
幡
山
の
水
晶
採
掘
に
従
事
し
た
。
入
山
は
二

l
一
二
月
間
で
借
地
料
反
二
五
銭
、
個
人
の
借
地
面

積
は
一
坪
に
限
ら
れ
た
と
い
う
が
、
産
出
量
は
不
明
で
あ
る
。

一
九
一
一
一
年
産
出
量
が
減
少
し
た
の
で
採
掘
を
中
止
し
た
。

そ
れ
に
代
る
副
業
に
炭
焼
が
あ
る
o

最
盛
期
は
一
九
三
五
年
前
後
で
、
戦
時
中
木
炭
車
が
使
用
さ
れ
た
項
、
里
山
森
の
製
炭
量
は
年
二
万

俵
に
及
ん
だ
。
原
木
は
み
ず
が
き
山
麓
の
県
有
林
の
払
下
げ
や
、
川
上
村
に
依
存
し
た
o

冬
の
農
関
期
に
は
殆
ん
ど
の
農
家
が
こ
れ
に
従

関東山地における高距縁辺集落

事
し
、
泊
り
山
し
て
製
炭
す
る
者
も
あ
っ
た
o

終
年
専
業
者
は
年
五
百

1
千
俵
も
焼
い
た
。
販
路
は
信
州
と
甲
府
方
面
で
、
上
質
炭
は
信
州
峠
を
馬
背
で
川
上
村
の
原
、
御
所
平
ま
で

拾
っ
か
ん

一
方
雑
炭
は
釜
瀬
川
を
下
っ
て
大
渡
、
八
巻
ま
で
搬
出
し
比
志
局
の
地
点
で
地
方
商
人
に
売
り
渡
し
た
。

運
ん
で
捌
い
た
。

最
近
は
燃
料
草
命
の
た
め
に
木
炭
の
需
要
が
激
減
し
た
。

一
九
六

O
年
製
炭
専
業
者
は
四
戸
で
兼
業
者
は
二
四
戸
。
原
木
の
高
騰
の
た

め
実
収
入
が
減
少
し
て
生
活
に
苦
し
ん
で
い
る
。

黒
森
の
私
有
林
は
二
三
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
が
、

人
工
造
林
し
て
薪
材
、

用
材
と
し
た
方
が
製
炭
原
木
と
し
て
よ
り
も
有
利
で
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あ
る
。
県
有
林
の
原
木
払
下
地
は
伐
採
後
カ
ラ
マ
ツ
の
造
林
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
原
木
林
は
減
少
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
原
木
払
下
げ

値
段
は
炭
価
か
ら
割
り
出
さ
れ
る
が
、
原
木
の
減
少
か
ら
次
第
に
高
騰
し
現
在
(
一
九
六
四
)
炭
一
俵
分
一
五

O
円
に
当
る
。
俵
と
縄
代
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が
約
五

O
円
。
ナ
ラ
上
質
炭
が
原
地
で
俵
五
五

O
円
で
あ
る
か
ら
製
炭
者
の
実
収
入
は
俵
三
五

O
円
で
あ
る
。

一
日
の
平
均
製
炭
能
力
は

二
俵
、
月
平
均
実
働
日
数
が
二

O
日
で
あ
る
か
ら
、
手
取
り
は
月
一
万
四
千
円
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
青
年
層
は
出
稼
し
て
村
に

残
る
製
炭
者
は
五

O
才
以
上
の
老
年
層
の
み
で
あ
る
。

一
九
六
三
年
県
有
林
の
原
木
払
下
人
は
黒
森
に
三
三
人
あ
っ
た
が
、
六
四
年
に
は

二
ハ
人
と
半
減
し
た
。

黒
森
の
青
年
層
は
終
年
出
稼
し
、
女
子
は
韮
崎
、
京
浜
、
静
岡
に
行
く
者
が
多
い
。
残
さ
れ
た
老
年
層
、
婦
人
の
冬
稼
に
道
路
工
事
が

あ
る
。

い
ま
黒
森
金
山
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
観
光
道
路
が
県
事
業
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
る
o

賃
金
は
男
子
日
当
五

O
O円
、
女
子
三
五

O
円

で
あ
る
が
、
封
鎖
さ
れ
た
黒
森
で
は
冬
期
の
重
要
な
現
金
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
o

-
生
活
水
準

黒
森
の
高
校
進
学
率
が
村
平
均
の
コ
一
分
の
二
以
下
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
更
に
そ
の
他
の
指
標
で
そ
の
文
化
度
を
吟

味
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
ま
ず
娯
楽
と
文
化
伝
達
機
関
と
し
て
の
ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ
の
普
及
率
を
み
れ
ば
前
者
は
村
平
均
の
八

O
M

弱
、
後
者
は
八

O
%強
で
あ
り
、
更
に
電
力
メ
ー
タ
ー
計
器
の
普
及
率
は
村
の
六
割
弱
、
電
話
普
及
率
は
一
割
強
と
、
何
れ
も
村
平
均
よ

り
劣
っ
て
い
る
o

ま
た
富
の
程
度
を
示
す
担
税
能
力
を
み
れ
ば
固
定
資
産
税
で
村
平
均
の
約
六
割
、
県
村
民
税
で
は
五
割
弱
と
共
に
村
の

水
準
以
下
で
あ
る
。

以
上
の
数
値
は
、
こ
の
集
落
に
い
ま
だ
に
動
力
農
器
具
の
導
入
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
を
、
耕
地
の
地
形
に
制
約
さ
れ
る
と
考
え
る
よ
り

は
、
経
済
的
貧
困
、
生
活
水
準
の
低
位
に
基
因
す
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
o

-
疲
弊
し
た
農
山
村
型
の
年
令
構
造

一
九
六
四
年
九
月
現
在
黒
森
の
人
口
は
二
三
一

C
人
で
あ
る
。
過
去
六

0
年
間
戸
数
は
四

O
前
後
で
殆
ん
ど
変
化
が
な
い
。
人
口
動
態
も



停
滞
型
で
最
近
は
若
干
減
少
の
傾
向
に
あ
る
o

人
口
の
性
別
構
成
は
男
子
一
二
七
人
に
対
し
女
子
は
一

O
二
一
人
で
、
こ
の
傾
向
も
殆
ん
ど

不
変
で
あ
る
。
こ
の
構
成
は
林
業
本
位
の
山
村
の
特
性
で
あ
る
が
、
里
山
森
の
最
も
顕
著
な
人
口
学
的
特
性
は
そ
の
年
令
構
成
で
あ
ろ
う
o

黒
森
に
は
青
年
が
五
人
し
か
い
な
い
。
そ
れ
は
農
家
の
後
継
者
で
独
身
者
で
あ
る
o

女
子
青
年
団
員
は
零
。
女
子
は
中
学
生
以
下
の
児

童
幼
児
と
既
婚
者
だ
け
で
あ
る
。
青
年
層
の
欠
除
し
た
集
落
、
こ
れ
が
黒
森
の
特
性
で
あ
り
、
疲
弊
し
た
農
山
村
型
年
令
構
造
の
典
型
で

あ
る
。
3 

高
冷
開
拓
地
戸
屋
・
方
伝
の
現
況

位
置

戸
屋
方
伝
は
釜
瀬
川
の
右
岸
、
鎗
峯
、
鍋
山
の
南
斜
面
、
標
高
二
一

O
O米
の
浅
い
二
条
の
谷
底
に
散
在
す
る
開
拓
村
で
、
釜
瀬
川
の
谷
底

か
ら
は
山
脚
や
雑
木
林
に
遮
ぎ
ら
れ
て
見
え
な
い
。
鎗
峯
山
か
ら
南
に
派
出
す
る
山
脚
を
隔
て
て
北
側
が
戸
屋
、
南
側
が
方
伝
で
あ
る
。

関東山地における高距縁辺集落

-
入
植

一
九
四
七
年
既
存
集
落
神
戸
の
私
有
地
と
県
有
林
で
村
の
借
用
地
が
開
放
さ
れ
て
入
植
し
た
o

私
有
地
に
は
方
伝
が
、
借
用
地
に
は
戸

屋
が
立
地
し
た
。
入
植
者
は
京
浜
か
ら
の
疎
開
者
や
徴
用
工
・
商
業
か
ら
の
転
業
者
・
海
外
引
揚
者
で
、

か
れ
等
は
増
富
出
身
者
か
そ
の

縁
故
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
御
門
の
増
反
農
家
の
次
三
男
も
加
わ
っ
た
。

開
拓
組
合
員
は
一
七
戸
で
殆
ん
ど
御
門
、
神
戸
出
身
者
で
あ
る
が
、
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
部
落
か
ら
も
三
戸
が
加
入
し
て
い
る
。

-
開
拓
地
の
四
季
i
農
耕
カ
レ
ン
ダ
ー
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開
拓
地
の
割
当
て
は
二
戸
平
均
方
伝
一
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
戸
屋
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
が
、
安
山
岩
質
の
熔
岩
、
泥
流
地
で
岩

聞
が
多
く
土
壌
が
浅
い
の
で
開
墾
は
困
難
を
極
め
た
。
初
め
は
共
同
開
墾
で
あ
っ
た
が
途
中
か
ら
個
人
開
墾
と
な
っ
た
。
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横
尾
・
鎗
峯
か
ら
吹
き
下
す
寒
い
北
風
の
日
が
少
く
な
る
四
月
初
旬
に
な
る
と
、
小
麦
畑
の
除
草
が
は
じ
ま
る
。
同
時
に
じ
ゃ
が
い
も

が
播
か
れ
、
下
旬
に
は
大
豆
が
播
付
さ
れ
る
。
五
月
上
旬
八
十
八
夜
に
は
夏
そ
ば
と
小
豆
が
、
中
旬
に
は
秋
小
豆
が
播
か
れ
、
小
麦
と
じ

ゃ
が
い
も
の
収
穫
は
梅
雨
期
に
入
る
。

八
月
上
旬
漬
大
根
が
播
か
れ
、

一
t
三
日
に
は
一
番
そ
ば
が
刈
り
取
ら
れ
二
番
そ
ば
が
播
か
れ

る
。
下
旬
に
は
夏
小
豆
の
収
穫
が
始
ま
る
。
十
月
末
は
多
忙
で
二
番
そ
ぼ
、
秋
小
豆
、
大
根
の
収
穫
と
同
時
に
冬
小
麦
の
播
付
が
始
る
。

十
一
月
に
入
っ
て
自
家
用
白
菜
が
収
穫
さ
れ
る
。
収
穫
物
の
整
理
が
済
ん
で
十
二
月
か
ら
は
農
閑
期
と
な
る
o

-
貧
弱
な
土
地
生
産
性
と
現
金
収
入

米
作
農
家
は
方
伝
に
三
戸
あ
る
だ
け
で
自
給
は
で
き
な
い
。
畑
地
の
耕
作
面
積
は
既
存
農
家
よ
り
は
広
い
が
農
作
物
の
反
収
は
少
な

ぃ
。
土
地
生
産
性
の
貧
弱
な
こ
と
は
米
の
反
収
を
み
た
だ
け
で
も
明
瞭
で
あ
る
。
反
収
一
・
五
俵
は
平
地
村
の
五
分
の
一
以
下
で
あ
り
、

他
の
雑
穀
例
え
ば
小
麦
を
と
っ
て
み
て
も
反
収
二
俵
で
平
地
村
の
半
分
以
下
で
あ
る
。
た
だ
小
麦
は
開
拓
地
の
自
己
消
費
用
穀
物
と
し
て

最
も
重
要
で
あ
る
か
ら
他
の
作
物
よ
り
も
広
く
栽
培
さ
れ
る
o

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
栽
培
が
行
わ
れ
た
が
、
急
坂
を
人
の
背
で
三
十
分
、
御
門
・
神
戸
に
下
っ
て

せ
り

更
に
ト
ラ
ッ
ク
で
韮
崎
・
甲
府
に
出
荷
す
る
に
は
多
大
の
輸
送
費
を
要
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
故
障
や
出
荷
日
選
定
の
誤
り
か
ら
競
の
好
期

、
開
拓
当
初
は
換
金
作
物
と
し
て
白
菜
、

を
逸
し
た
り
、
品
質
の
低
下
で
安
価
に
格
付
さ
れ
て
収
益
を
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
結
局
運
輸
の
不
便
な
こ
と
が
こ
の
栽
培
を
阻
止
し

た。
現
在
の
換
金
作
物
は
大
麦
・
小
麦
・
い
も
・
大
豆
で
あ
る
が
、
自
己
消
費
外
の
販
売
額
は
少
く
、
農
産
物
の
販
売
価
格
が
二

O
万
円
以

上
は
唯
二
戸
で
こ
れ
は
戸
屋
の
乳
牛
飼
育
家
で
あ
り
、
他
の
八
戸
は
一

O
万
円
以
下
で
あ
る
。

乳
牛
飼
育
は
田
地
が
狭
小
で
飼
料
の
藁
が
得
ら
れ
ず
、
濃
厚
飼
料
の
購
入
に
も
資
金
に
こ
と
欠
く
有
様
で
現
在
飼
育
す
る
も
の
は
前
述



の
唯
二
戸
で
あ
る
。

乳
牛
の
導
入
に
次
い
で
緬
羊
飼
育
も
試
み
た
が
、
一
男
毛
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
と
労
働
力
の
不
足
か
ら
こ
れ
も
失
敗
し
た
o

現
在
み
ら

れ
る
小
家
畜
は
山
羊
だ
け
で
、
自
家
用
乳
を
し
ぼ
り
仔
山
羊
を
育
て
売
る
も
の
一

O
戸
を
数
え
る
o

安
直
な
現
金
収
入
法
は
出
稼
で
、
青
壮
年
層
に
は
終
年
土
方
、
山
作
業
員
、
石
屋
・
大
工
と
な
っ
て
近
隣
に
出
る
者
が
多
い
。

-
開
拓
適
地
選
定
基
準
か
ら
見
て

標
高

平
均
高
度
一
二

O
O米、

中
央
日
本
の
米
作
上
限
界
に
近
い
。
米
の
反
収
一
・
五
俵
が
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
て
亜
高
山
圏
高
冷

地
で
あ
る
。

気
候

増
富
中
学
(
一

O
三
九
米
)

の
観
測
値
か
ら
推
定
す
れ
ば
、

五
l
九
月
の
平
均
気
温
は
一
六
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
普
通
畑
作
に

必
要
な
平
均
気
温
二
二
度
、
主
畜
農
業
に
必
要
な
限
界
気
温
一

O
度
よ
り
相
当
に
高
い
。
ま
た
年
雨
量
は
千
数
百
耗
で
あ
る
か
ら
、
気
候

関東山地における高距縁辺集落

条
件
か
ら
は
適
地
と
い
え
よ
う
o

土
地
の
性
質

傾
斜
は
二
一

1
二
五
度
で
耕
地
と
し
て
は

c
l
D
級
で
あ
る
。

土
壌
は
安
山
岩
質
の
砂
礁
土
に
火
山
灰
と
植
嬢
土
を
含

む
。
岩
塊
が
所
々
に
露
出
し
石
聞
が
多
く
、
土
壌
の
厚
さ
は
四

O
糎
未
満
で
開
拓
適
地
と
は
思
え
な
い
。

用
水

表
流
水
は
細
く
、

養
畜
に
さ
え
不
十
分
で
あ
る
o

湧
水
と
井
戸
水
が
飲
料
水
と
な
っ
て
い
る
。

道
路

幹
線
道
路
塩
川
黒
森
線
と
開
拓
地
を
結
ぶ
た
め
に
既
存
の
歩
道
山
道
が
利
用
さ
れ
た
。
車
道
は
戸
屋
だ
け
が
強
引
に
民
有
地
を

潰
し
て
聞
い
た
が
、
方
伝
は
神
戸
農
民
の
反
対
に
あ
っ
て
現
在
も
聞
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
方
伝
開
発
の
大
き
な
支
障
条
件
と
な
っ
て
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い
る
。
馬
鈴
薯
原
種
栽
培
が
止
っ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
老
年
者
の
担
夫
輸
送
で
は
そ
の
重
労
働
に
耐
え
得
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
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社
会
的
環
境

戸
屋
は
県
有
地
が
払
下
げ
ら
れ
て
各
戸
開
拓
地
の
分
割
登
記
が
終
っ
て
い
る
。

し
か
し
方
伝
で
は
登
記
未
了
で
あ
る
。

土
地
の
生
産
性
が
低
く
冬
期
の
出
稼
に
よ
る
現
金
収
入
で
生
活
を
支
え
て
い
た
の
で
、
共
同
開
墾
に
脱
落
し
た
り
組
合
費
を
未
納
し
た
り

し
て
会
計
係
の
専
横
に
対
し
て
も
出
稼
者
は
萎
縮
し
て
発
言
権
も
な
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
に
組
合
借
入
金
は
増
大
し
た
が
返
還
の
能
力

が
な
く
、
こ
れ
が
登
記
を
遅
ら
せ
て
い
る
o

一
九
五
二
年
十
二
月
、
無
灯
開
拓
小
屋
に
配
電
さ
れ
た
。
配
電
費
の
個
人
負
担
九

O
O
O
I
一
万
円
は
当
時
の
開
拓
者
に
は
相
当
の
負

担
で
あ
っ
た
。

開
拓
地
は
郵
便
配
達
区
域
外
地
域
で
あ
る
。
開
拓
民
は
郵
便
物
を
神
戸
の
指
定
者
宅
ま
で
受
取
り
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

教
育
に
も
不
便
で
あ
る
o

児
童
は
急
坂
を
三

O
分
、
釜
瀬
川
の
谷
底
に
下
り
更
に
本
校
ま
で
四
粁
の
道
を
通
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
域
外

と
の
交
渉
に
は
バ
ス
停
留
所
の
あ
る
塩
川
ま
で
神
戸
の
尾
根
ト
ン
ネ
ル
を
経
て
一
時
間
余
の
急
坂
を
登
り
下
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
開
拓
地
の
将
来

農
業
の
機
械
化
は
全
く
み
ら
れ
ず
総
て
が
手
労
働
で
、
収
入
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
五
万
円
と
い
う
現
状
で
あ
る
。
労
し
て
功
少
し
と

み
た
青
年
層
は
全
員
離
村
し
て
、
韮
崎
、
諏
訪
方
面
に
終
年
出
稼
し
庖
員
、

工
員
と
な
っ
て
い
る
o

定
着
農
耕
を
営
む
青
年
は
一
人
も
な

ぃ
。
五

O
才
以
上
の
老
年
層
し
か
残
ら
な
い
こ
の
開
拓
地
で
は
酪
農
の
導
入
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
導
入
資
金
と
そ
の
将
来
の
返

還
の
見
通
し
も
つ
か
な
い
。
採
草
地
支
で
整
地
し
て
小
麦
畑
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
開
拓
適
地
は
欠
乏
し
て
い
る
o

い
ま
生
活
水
準
の
一
指
標
と
し
て
の
(
第
六
表
)
担
税
能
力
を
み
る
と
固
定
資
産
税
で
村
平
均
の
四
分
の
一
、
町
民
税
で
二
分
の
一
で

い
か
に
そ
の
能
力
が
低
い
か
が
明
か
で
あ
る
o

一
九
六
八
年
現
在
、
開
拓
は
終
了
し
た
が
戸
屋
九
戸
の
う
ち
六
戸
、
方
伝
八
戸
の
内
二
戸
は
離
農
し
て
山
を
下
っ
て
い
る
o

ま
さ
に
壊
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鉱
泉
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
o

金山平

2000 
A 

1000 
A 

減
に
瀕
し
た
開
拓
地
で
あ
る
c

4 

ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
集
落
の
存
在
は
村
民
の
生
活
に
如
何
に
貢
献
し
て
い
る
か

-
化
学
的
見
地
か
ら
の
温
泉
③

増富村鉱泉分布図

増
富
の
名
は
山
村
と
し
て
よ
り
も
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
山
梨
県

の
温
泉
の
う
ち
そ
の
大
多
数
は
増
富
に
集
中
し
て
い
る
o

増
富
に
は
四
六
個
の
鉱
泉
が

湧
出
す
る
が
、
そ
の
分
布
は
第
3
図
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
温
泉
に
つ
い
て
て
は
多

く
の
化
学
者
に
よ
り
放
射
能
が
測
定
さ
れ
、
ラ
ド
ン
・
ラ
ジ
ウ
ム
・
ト
ロ
ン
・
ト
リ
ウ

第3図

ム
等
の
含
有
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ジ
ウ
ム
を
多
く
含
有
す
る
も
の
は
和
国
松
場

鉱
泉
・
東
小
尾
泉
・
栗
平
天
然
風
呂
・
津
金
楼
温
泉
・
栃
久
保
湯
・
金
泉
湯
・
日
受
水

等
で
あ
る
o

花
山
岡
岩
地
域
で
ト
リ
ウ
ム
系
元
素
含
有
量
の
多
い
温
泉
の
分
布
は
、
本
谷
川
で
は
不

老
閣
新
湯
か
ら
津
金
楼
を
経
て
日
受
水
に
至
る
地
帯
で
、
釜
瀬
川
流
域
で
は
和
国
松
場

一
般
に
増
富
温
泉
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
本
谷
川
の
津
金
楼
を
中
心
と
し
た
一
群
の
温
泉
群
を
指
す
も
の
で
あ
っ
て
、
村
全
体
に
分
布

ロ
イ
マ
テ
ィ
ス
、
肝
臓
病
、
関
節
炎
、
腎
臓
病
、
呼
吸
器
疾
患
、

ず
る
も
の
を
指
す
の
で
は
な
い
。
温
泉
の
効
能
は
胃
腸
病
、
神
経
痛
、
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-
温
泉
の
開
発

生
殖
器
諸
病
、
湿
疹
、
ぜ
ん
そ
く
、
水
虫
、
皮
膚
病
と
多
方
面
で
あ
る
と
称
さ
れ
て
い
る
。
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伝
承
に
よ
れ
ば
「
戦
国
の
頃
、
甲
斐
の
武
田
信
玄
は
そ
の
軍
事
的
活
動
の
経
済
的
源
泉
で
あ
る
金
山
開
発
の
た
め
に
、
前
述
金
山
を
開

い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
本
谷
川
の
谷
底
に
自
噴
す
る
鉱
泉
を
発
見
し
た
。
外
傷
や
神
経
系
統
疾
患
に
よ
く
効
く
の
で
、
兵
戦
の
度
毎

に
武
田
将
兵
の
湯
治
場
と
し
た
。
」
と
い
う
。

以
後
万
病
に
特
効
あ
る
温
泉
と
し
て
次
第
に
人
気
を
集
め
た
が
、
明
治
中
期
に
は
温
泉
旅
館
が
経
営
さ
れ
、
東
日
本
の
一
休
養
地
と
な

っ
た
。
現
在
旅
館
は
五
戸
、
自
噴
泉
は
こ
で
他
は
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

-
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
集
落
の
社
会
地
理
学
的
考
察

地
方
民
は
農
閑
期
や
田
植
休
に
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
社
交
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
温
泉
集
落
の
存
在
が
村
民
に

大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
浴
客
の
最
盛
期
は
夏
期
八
月
で
、
京
浜
静
岡
方
面
か
ら
の
登
山
客
・
ハ
イ
キ
ン

グ
客
で
賑
い
、
韮
崎
発
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
行
の
パ
ス
は
終
日
満
員
で
あ
る
。
冬
期
は
閑
散
で
十
二
月
末
温
泉
発
韮
崎
行
の
始
発
は
筆
者
一
人

だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
温
泉
集
落
が
村
民
に
貢
献
し
て
い
る
の
は
村
財
政
に
対
し
て
で
あ
る
o

温
泉
集
落
の
経
済
力
と
担
税
能
力
は
一
般
住
民
の
比
で
は

な
い
。
い
ま
旧
村
民
一
人
当
り
の
町
民
税
を
み
れ
ば
、
須
玉
町
の
平
均
額
五
八
七
円
に
対
し
て
増
富
は
一
八

O
円
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
温

泉
集
落
は
九
、
九
六
七
円
で
増
富
平
均
の
実
に
五
五
倍
と
い
う
多
額
負
担
で
あ
る
。
更
に
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
み
れ
ば
須
玉
町
の
平
均

額
一
、
二
三
五
円
に
対
し
て
増
富
は
六
六
二
円
で
約
五

O
%、
こ
れ
に
対
し
て
温
泉
集
落
は
一
五
、

O
五
四
円
で
母
村
増
富
の
実
に
二
五

倍
の
担
税
能
力
で
あ
る
o

こ
の
多
額
納
税
は
旧
村
時
代
か
ら
町
財
政
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
村
の
施
設
拡
充
に
役
立
つ
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
。
ま
た
総
納
税
額
か
ら
み
て
も
増
富
の
町
民
税
四
二
八
、

七
七

O
円
中
温
泉
集
落
分
は
一

O
九
、
六
四

O
円
で
そ
の
比
重
は

四
分
の
つ
固
定
資
産
税
総
額
は
一
、

五
七
二
、

一
八

O
円
中
一

O
五
、
三
八

O
円
で
、
比
重
は
一
五
分
の
一
で
あ
る
。
か
く
て
増
富
の



納
税
者
二
、
三
八
三
人
に
対
し
て
わ
ず
か
十
一
人
の
温
泉
集
落
の
担
税
者
が
町
民
税
の
四
分
の
一
を
、
ま
た
固
定
資
産
税
で
は
二
、
一
二
七

五
人
に
対
し
て
七
人
が
一
五
分
の
一
を
負
担
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
こ
の
温
泉
の
存
在
は
村
政
上
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
重
要
財
源

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
(
一
九
六
四
)
0

四
、
高
距
酪
農
開
拓
地
柳
平
(
五
万
分
一
地
形
図
塩
山
参
照
)

-
柳
平
の
位
置
@

柳
平
は
関
東
山
地
の
南
西
部
、
山
梨
県
東
山
梨
郡
牧
丘
町
に
属
す
る
戦
後
の
開
拓
村
で
あ
る
。
海
抜
高
度
は
そ
の
居
住
縁
辺
に
お
い
て

一
五

O
O米
、
牧
野
の
上
限
は
一
六

O
O米
に
達
す
る
。
本
邦
の
既
存
農
村
に
比
し
あ
ま
り
に
も
そ
の
標
高
が
高
く
他
に
例
を
見
な
い
ま

さ
に
高
山
圏
高
冷
地
と
も
い
う
べ
き
位
置
に
あ
る
o

関東山地における高距縁辺集落

終
戦
後
の
山
梨
県
開
拓
課
の
査
定
で
は
開
拓
不
適
地
と
さ
れ
た
が
、
入
植
者
は
戦
後
二
十
余
年
間
試
行
錯
誤
を
繰
返
し
な
が
ら
こ
こ
に

定
着
を
試
み
て
い
る
。

-
営
農
地
の
自
然
条
件

柳
平
は
笛
吹
川
上
流
の
一
支
流
琴
川
の
谷
が
、
鳥
井
峠
の
北
部
で
国
師
ケ
岳
の
裾
合
に
、
僅
に
聞
け
た
沖
積
錐
状
の
緩
斜
地
を
も
っ
と

こ
ろ
に
あ
る
o

地
籍
は
県
有
林
で
、
植
生
は
落
葉
広
葉
樹
の
シ
ラ
カ
バ
・
ナ
ラ
等
が
あ
り
、
林
床
植
物
と
し
て
イ
タ
ド
リ
や
ア
ザ
ミ
の
繁
茂
し
て
い
た

213 

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

山
梨
県
林
務
課
は
こ
こ
に
県
直
営
の
苗
圃
を
作
り
、
そ
れ
を
付
近
の
県
有
林
に
供
給
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
た
。
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土
壌
は
谷
壁
の
傾
斜
地
は
火
山
灰
土
で
あ
る
が
、

谷
底
で
は
砂
質
植
土
で
共
に
酸
性
が
強
く
、
山
灰
カ
ル

を
施
肥
し
て
中
和
し
、
燐
酸
肥
料
で
土
壌
改
良
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
土
壌
の
厚
さ
は
一
一

O
I一一一
O

糎
で
一
般
に
浅
い
。

次
に
気
候
資
料
が
な
い
の
で
開
拓
者
の
生
活
経
験

牧丘町柳平開拓地

を
記
す
と
、
初
霜
は
九
月
十
一
日
が
最
も
早
く
初
雪

は
十
一
月
末
で
あ
る
。
積
雪
は
二
月
中
旬
に
は
一
米

に
近
く
、
晩
霜
は
五
月
末
、

四
十
年
に
は
六
月
一
一
日

に
経
験
し
た
。
冬
期
の
最
低
気
温
は
零
下
二

O
度
位

第4函

ま
で
下
り
、
室
内
で
も
早
朝
零
下
十
三
度
を
示
す
こ

と
が
あ
り
、
卓
越
風
金
峯
古
風
の
北
西
風
は
乾
寒
風
で

身
に
し
み
る
。
春
の
彼
岸
桜
と
り
ん
ご
の
開
花
期
は

五
月
三
十
一
日
で
あ
り
、
夏
は
霧
の
日
が
多
い
。
年

雨
量
は
二
一

0
0ミ
リ
以
上
と
推
測
さ
れ
る
o

-
開
拓
の
経
過
!
私
設
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム

l

昭
和
二
十
一
年
八
月
、
満
州
開
拓
引
揚
者
四
人
が



帰
農
組
合
を
組
織
し
て
自
作
農
特
別
措
置
法
の
適
用
を
受
け
、
金
峯
開
拓
農
業
実
行
組
合
と
な
っ
た
o

初
期
の
計
画
は
組
合
戸
数
を
一

O

戸
と
し
、
耕
地
二

O
町
歩
、
採
草
地
一

O
町
歩
を
開
拓
し
、
農
林
畜
三
位
一
体
の
営
農
形
態
を
採
用
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
o

初
年

度
は
県
林
務
所
か
ら
障
害
木
の
払
下
げ
を
受
け
製
炭
に
よ
っ
て
現
金
収
入
を
得
た
。

開
墾
地
の
試
作
物
は
北
海
道
種
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

で
、
こ
れ
は
見
事
に
結
実
し
た
。
ソ
パ
は
焼
灰
を
施
肥
し
た
と
こ
ろ
は
結
実
し
た
が
無
肥
料
で
は
開
花
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
農
林
一
号

の
い
も
は
五
月
二

O
日
播
種
し
て
八
月
収
穫
、

反
収
七

O
O
i
一
0
0
0貫
を
得
た
。

ラ
イ
麦
は
兎
害
を
受
け
た
が
、

施
肥
し
て
反

俵
、
無
肥
料
で
二
俵
を
収
穫
し
た
。
越
冬
用
野
菜
と
し
て
の
大
根
、
白
菜
も
成
功
し
た
。

こ
う
し
た
試
行
錯
誤
は
連
年
続
け
ら
れ
た
。
花
豆
・
大
豆
・
イ
ン
ゲ
ン
は
堆
肥
を
施
肥
し
た
と
こ
ろ
は
結
実
し
た
し
、
夏
小
豆
は
無
肥

料
で
も
結
実
し
た
。
北
海
道
種
の
稲
は
出
穂
は
し
た
が
結
実
せ
ず
、
そ
の
上
虫
害
と
野
鼠
の
被
害
を
受
け
て
失
敗
し
、
米
作
の
可
能
上
限

界
を
越
え
て
い
る
事
を
体
験
し
た
。

関東山地における高距縁辺集落

南
瓜
は
高
冷
地
農
家
の
主
食
と
し
て
採
用
で
き
る
こ
と
も
知
っ
た
が
、

」
れ
等
の
種
子
は
総
て

ナ
ス
・
ト
マ
ト
は
生
食
で
き
る
し
、

耐
寒
性
の
北
海
道
品
種
で
あ
っ
た
o

果
樹
栽
培
も
試
み
た
。
国
光
・
旭
・
紅
玉
の
り
ん
ご
は
小
粒
で
商
品
価
値
が
な
か
っ
た
し
、
高
冷
地

の
故
か
害
虫
駆
除
に
消
毒
の
効
果
の
少
な
い
事
も
知
り
得
た
o

換
金
作
物
と
し
て
の
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
六
月
初
旬
播
種
し
て
九
月
中
旬
出

荷
出
来
た
が
、
輸
送
と
市
場
へ
の
到
達
度
の
関
係
で
発
展
し
な
か
っ
た
o

椎
茸
の
栽
培
も
可
能
で
あ
る
が
労
働
力
に
余
剰
が
な
い
。

こ
う
し
て
疏
菜
と
雑
穀
中
心
の
畑
作
農
業
の
確
立
を
計
っ
た
が
収
穫
は
常
に
不
安
定
で
、
現
金
収
入
は
製
炭
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
ら
な
か
っ
た
。
昭
和
三
十
八
年
木
炭
生
産
は
組
合
で
六

O
万
円
に
達
し
た
。

昭
和
三
十
九
年
在
来
農
業
に
見
切
り
を
つ
け
て
酪
農
に
転
換
し
た
。
そ
れ
よ
り
先
昭
和
三
十
年
頃
か
ら
二
、
三
一
の
小
家
畜
を
導
入
し
て

い
た
が
、
こ
れ
を
次
第
に
牛
に
切
り
代
え
て
い
た
。
入
植
当
時
県
有
林
を
開
墾
地
と
し
て
解
放
さ
れ
た
も
の
一
三
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
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和
二
十
七
年
採
草
地
と
し
て
借
地
し
た
も
の
二
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
の
う
ち
個
人
所
有
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
残
し
て
全
野
の
牧
野
改
良
に

同
年
国
連
の
一
機
関
で
あ
る

ω
2
4
-
2
(
U
Z
W
F定
自
己
芯
ロ
巳
か
ら
延
二
四

O
O人
の
労
力
援
助

着
手
し
た
の
は
三
十
九
年
で
あ
る
o

を
得
て
、
牧
野
改
良
基
盤
整
備
は
着
々
と
進
ん
で
い
る
o

現
在
牧
草
地
は
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
牧
草
は
オ
l
チ
ャ

I
ド
・
チ
モ
シ

l
・
イ

タ
リ
ア
ン
、
グ
ラ
ス
・
ホ
ワ
イ
ト
ク
ロ
ー
バ
ー
-
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
二
二
、

ケ
ン
ラ
ン
ド
ク
ロ
パ
!
を
播
種
七
年
更
新
の
予
定
で
あ
る
。

牧
草
は
肥
培
管
理
さ
れ
、
反
収
一

O
O
O
I三
0
0
0貫
、
改
良
牧
草
地
は
谷
底
平
地
一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
谷
壁
傾
斜
地
三
へ
ク
タ
l

ル
で
あ
る
。

現
在
サ
イ
ロ
・
畜
舎
・
ト
ラ
ッ
ク
等
総
て
共
同
出
資
で
協
業
で
あ
る
o

冷
却
室
、
畜
舎
の
改
良
も
行
わ
れ
、
草
刈
機
、
搾
乳
機
等
機
械

も
導
入
さ
れ
た
o

乳
牛
飼
育
頭
数
二
四
、
経
営
収
支
も
漸
く
黒
字
と
な
っ
て
来
た
。

-
定
住
集
落
へ
の
基
盤
整
備

酪
農
開
拓
村
柳
平
が
全
借
用
地
を
牧
野
改
良
し
て
肥
培
管
理
し
、
牧
草
の
生
産
量
を
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
乳
牛
の
飼
養
頭
数
を

増
し
、
販
売
乳
量
を
増
大
す
れ
ば
定
住
集
落
へ
の
基
礎
は
確
立
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
定
住
に
は
生
活
の
為
の
生
産
の
外
に
消
費
面
の
基
盤

の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。

組
合
員
四
戸
の
収
入
は
一
に
か
か
っ
て
牧
牛
に
あ
る
。
牧
野
改
良
・
肥
育
・
搾
乳
す
べ
て
協
業
で
あ
る
o

し
か
し
耕
地
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

は
各
個
人
所
有
で
、
そ
の
半
分
は
野
菜
畑
と
し
て
自
給
用
に
供
し
、

他
の
半
分
は
牧
草
を
栽
培
し
て
そ
れ
を
組
合
に
売
却
す
る
仕
組
に

な
っ
て
い
る
o

乳
牛
の
管
理
、
牧
野
作
業
は
交
代
勤
務
で
あ
る
が
、

日
当
は
一
日
七
五

O
円
と
計
算
さ
れ
、
組
合
の
粗
収
入
か
ら
支
払
わ

れ
る
。
四
十
二
年
度
の
酪
農
経
営
の
収
支
で
は
一
七
一
・
四
万
円
の
黒
字
を
得
て
、
将
来
酪
農
で
生
活
で
き
る
見
透
し
は
建
っ
た
が
、
生

産
面
以
外
の
問
題
解
決
が
定
住
か
移
動
か
を
決
定
す
る
要
因
と
な
る
o



ま
ず
到
達
度
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
町
の
中
心
窪
平
ま
で
は
焼
山
峠
(
一
五
三
六
米
)
を
越
え
て
二

O
粁
。
最
も
近
い
隣
集
落
柏
口
で
も

八
粁
の
道
程
で
あ
る
。
柏
口
・
柳
平
間
に
は
約
四
十
年
前
木
材
搬
出
の
た
め
琴
川
沿
い
に
敷
設
さ
れ
た
軌
道
が
あ
り
、
上
り
は
馬
力
、
下

り
は
ト
ロ
ッ
コ
を
自
走
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
雨
天
に
は
使
用
不
能
と
な
る
o

輸
送
費
は
貨
物
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
一

O
円
で
あ
る
。

三
十
六
年
窪
平
か
ら
焼
山
峠
越
の
林
道
が
開
通
し
た
の
で
、
地
方
都
市
塩
山
へ
は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
可
能
と
な
っ
た
o

住
民
は
上
流
の
桂

石
・
モ
リ
ブ
デ
ン
鉱
採
掘
の
乙
女
鉱
山
の
鉱
石
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
す
る
。
塩
山
ま
で
の
礼
金
一
人
一

O
O円
。
琴
川
沿
い
の
歩
道
は

登
山
者
だ
け
が
利
用
し
て
い
る
o

組
合
は
一
台
の
ト
ラ
ッ
ク
を
共
有
す
る
が
負
担
金
二
戸
年
一

O
万
円
。
個
人
使
用
の
場
合
は
ガ
ソ
リ
ン

代
を
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
外
界
と
の
交
渉
に
は
時
間
と
経
費
の
支
出
が
大
き
い
。

飲
料
水
は
湧
水
と
簡
易
水
道
に
依
存
し
て
い
て
十
分
で
あ
る
o

灯
火
は
開
拓
初
期
は
松
根
の
た
い
ま
つ
で
あ
っ
た
が
、
二
十
三
年
乙
女

鉱
山
所
有
の
送
電
線
を
買
収
し
て
関
東
配
電
か
ら
電
力
の
供
給
を
う
け
た
。

関東山地における高距縁辺集溶

住
民
は
子
弟
の
教
育
に
は
熱
心
で
あ
る
。
開
拓
初
期
の
学
童
は
一
一
粁
の
道
を
本
校
ま
で
往
復
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
幸
い
入
植

者
の
夫
人
に
教
員
有
資
格
者
が
お
り
、
二
十
三
年
児
童
四
名
の
分
教
場
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
入
植
者
を
定
着
さ
せ
る
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
る
o

現
在
高
校
在
学
生
三
名
の
存
在
は
こ
の
基
盤
の
上
に
可
能
で
あ
っ
た
。

協
業
に
よ
っ
て
生
産
力
を
増
強
し
、
酪
農
経
営
が
可
能
で
安
定
化
し
て
き
た
現
在
、

住
民
は
更
に
観
光
方
面
へ
の
進
出
を
望
ん
で
い

る
。
秩
父
多
摩
国
立
公
園
に
隣
接
し
、
国
師
ケ
岳
・
朝
日
岳
・
金
峯
山
・
み
ず
が
き
山
・
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
・
昇
仙
峡
を
連
ね
る
環
状
観
光

線
の
開
発
計
画
が
実
現
す
れ
ば
、
こ
の
集
落
の
定
住
化
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
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柳
平
が
本
邦
で
最
高
標
高
の
定
住
農
村
と
な
り
得
る
日
は
、
開
拓
資
金
四
百
余
万
円
の
返
済
が
完
了
す
る
日
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
貴

重
な
私
設
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
で
あ
る
o
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玉
、
結

び

以
上
の
高
距
縁
辺
集
落
は
、
そ
れ
等
の
発
生
と
変
遷
経
過
、
土
地
生
産
性
、
生
活
水
準
を
通
し
て
考
察
す
れ
ば
、
そ
の
標
高
が
二
一

O

O
米
を
越
え
る
と
、
既
存
の
生
産
形
態
で
あ
る
自
給
的
穀
桑
農
業
や
牧
馬
・
製
炭
に
基
礎
を
置
く
と
き
は
、
低
暖
地
に
比
し
て
生
活
水
準

較
差
が
大
き
く
、
生
活
難
苦
地
域
と
な
る
。
こ
れ
は
山
岳
地
域
開
拓
基
地
と
し
て
の
定
住
上
限
に
達
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
休

養
・
観
光
地
と
し
て
の
山
小
屋
集
落
や
温
泉
集
落
は
特
殊
基
盤
環
境
に
よ
っ
て
、

ま
た
新
し
い
試
み
の
高
距
酪
農
村
は
、

よ
り
高
距
位
置

に
立
地
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
o
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